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く
わ

ず
か
で

あ
る

。

　

歩
く
し
か

な

か
っ

た

巡
礼
道
が、

交
通
機
関
利
用
の

札
所
巡

り
に

変
貌

し

て

い

く
。

京
都、

大
阪、

奈
良
と
い

っ

た
、

都
市
周
辺
の

札
所
が

多
い

西
国
に
あ
っ

て

は、

か
つ

て

の

巡
礼
道
は

忘
れ
去
ら
れ
、

巡
礼
宿
も
廃
業

し

て

い

く
。

明
治
後
期
か
ら
大
正
に

か

け、

す
で

に
現
在
に

近
い

巡
礼
ス

タ

イ
ル

に

な
っ

た
も
の

と

思
わ

れ
る

。

荻
原
井
泉
水

二

八

八

四
−
一

九

七

六）

の

『

観
音
巡
礼
』

（

一

九
二

八）

に

は
、

「

徒
歩
す
る

者
は

洋
服
に

リ
ュ

ッ

ク

を
負
う
た
あ
る
か
う
会
の

会
員
と

い

ふ

て

あ
ひ

か、

運
動
会
気

分
の

お

ば

あ
さ

ん

連
か
に

な
っ

て

し
ま
ふ
」

と

記
し

、

「

先
を

急
ぐ
ほ

ん

と

う
の

巡

礼
は

却
て

電

車
に
乗
る
」

と

明
言
し

て

い

る
。

こ

の

こ

と

か

ら
、

当

時
の

巡
礼
が

鉄
道
を
積
極
的
に

利
用
し
て

い

た

こ

と

が

わ
か
る

。

と

い

う
か

、

徒
歩
巡
礼
は

昭
和
の

戦
前
に

し

て

す
で

に

異
端
で

あ
っ

た
の

で

あ
る

。

　
一

方
、

四

国
は

鉄
道
の

発
達
が
遅
れ

た
。

各
県
を
結
ぶ

幹
線
は

高
徳
本

線
は
一

九
三
五

年、

予
土

線
の

全
通
に

至
っ

て

は
］

九
七
四

年
で

あ
る

。

都
市
周
辺

の
一

部
札
所
を

除
い

て

は

鉄
道
の

恩
恵
を
こ

う
む
る

こ

と
は
で

き

ず、

昭
和
に

な
っ

て

も
、

昔
な
が

ら

の

徒
歩
遍

路
を

す
る

し

か
な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

現
在
ま
で

連
綿
と
し

て

徒
歩
遍
路
が

続
い

て

い

る

の

は
、

西

国
と

異
な
り
交
通
の

便
が
悪

か
っ

た

ゆ
え
に

徒

歩
の

遍
路

道
が

保
存
さ

れ

て

い

た

こ

と
、

そ
し
て

同
様
の

理

由
で
、

遍
路

宿
が

残
っ

て

い

た

こ

と

に

尽
き
る

と
い

え
る

。

　

三

月
の

東
凵
本
大
震
災
以
後

、

四

国
遍
路
の

数
が

減
っ

た
と

聞
く
が

、

遍
路
宿
に

宿
泊
す
る
関
東
以
北

の

巡
拝
者
が

減
っ

た

の

が

影
響
し
て

い

る

と

思
わ

れ
る

。

凵
帰
り
が

主
体
の

四

国
、

近
畿
か
ら

の

巡
拝
者
は

も
と
も

と

あ
ま
り
宿
泊
し
な
い

か

ら
で

あ
る
。

四

国
遍
路
の

グ
ロ

ー

バ

ル

化
に

関
す
る
一

考
察

浅
　
川

　
泰
　
宏

　

近
年、

聖
地
・

巡
礼
が

世
界
的
に

ブ

ー

ム

で

あ
る

。

リ

ー

ダ
ー

に

よ
れ

ば
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

カ

ト
リ

ッ

ク

の

巡
礼
地
で

は
一

九

九
〇
年

代
後
半
か

ら

例
外
な

く
大
幅
な
巡
礼
者
数
の

増
加
が
あ
り

、

イ
ン

ド、

ア

メ

リ

カ
、

サ
ウ

ジ

ア

ラ
ビ

ア

な
ど

の

多
く
の

聖
地
・

巡
礼
地
で

も

同
様
の

傾
向
が
み

ら
れ
、

巡
礼
者
の

相
互
交
流
も
盛
ん

に

な
っ

て

い

る

と

い

う
（
イ
ア

ン
・

リ
ー

ダ
i

「

現
代
世

界
に

お

け
る

巡
礼
の

興
隆
1
そ
の

意
味
す
る

も
の
」

（

国
際
宗
教

研
究
所
編
『

現
代
宗
教
二

〇

〇

五
』

東
京
堂
出

版、

二

〇
〇

五

年）
、

二

七
九

−
三
〇

五
）

。

日

本
の

四
国
遍
路
で

も
巡

礼
者

数
が
増
加

し
た

。

佐
藤
久
光
に
よ
れ
ば

、

一

九
七

〇
年
代
後

半
か
ら
二

〇
〇

〇

年
代

に

か
け
て

四
国
遍
路
の

巡

礼
者

数
は

、

二

万
入
弱
か
ら
八

万
人

強
と
四

倍

以
上
に

な
っ

た

と
い

う
（
佐
藤

久
光
「
遍
路
と
巡
礼
の

社
会
学
』

人

文
書

院、

二

〇

〇

四

年
）

。

遍

路
姿
の

外

国
人
を

見
か

け
る

こ

と
も

増
え
て

き

た
。

い
o
口
Φ

ξ

剛

訂
昌

珥

に

四
国
遍
路
の

記
事
が

掲
載
さ

れ、

歩
き
遍
路
の

バ

イ
ブ
ル

と
い

わ
れ
て

い

る

ガ

イ
ド
ブ

ッ

ク
も
英
訳
さ
れ

た

り
、

英
語

、

中

国
語、

韓
国
語
な
ど
の

地

図
や
パ

ン

フ

レ

ッ

ト
が

作

成
・

配

布
さ

れ

た

り

す
る

な
ど、

外

国
語
に

よ

る

情
報
も
流
通
す
る

よ

う
に

な

っ

た
。

あ
る

伝

統
的
な
聖
地
や

巡

礼
が
、

そ

の

「

伝
統
」

を
支
え
て

き
た

地

域
社
会
を

越
え
て

広
く
外
部
に

知
ら
れ

る

よ

う
に

な
り、

ま
た

外
部
か

ら

の

巡

礼
者

が

訪
れ
る

よ

う
に

な
る

状

況
を

、

当
該
の

聖
地
・

巡

礼
の

グ

ロ

ー

バ

ル

化

と

呼
ぶ

な
ら
ば、

四

国
遍

路
に

お

い

て

も
ま
さ
に

そ

う
し
た

状
況
が

進
ん

で

い

る
。

こ

う
し
た

動
き
に

今
後、

大
き
く

影
響

す
る

と

考
え

ら
れ

る

の
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が
四
国
遍

路
の

世

界
遺
産

化
で

あ
る

。

二

〇

〇

〇

年
前

後
に

端
を

発
し

、

二

〇
〇
六

年
に

は
四

国
四

県
が

共
同
し
て

「

四
国
八

卜
八
箇

所
霊
場
と
遍

路
道
」

の

世

界
遺
産
暫
定
リ

ス

ト
入
り
を
目
指
し
た

が
、

現
在
は

候
補
に

留
ま
っ

て

い

る
。

こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
つ

つ
、

ひ

と

ま

ず
世
界
遺
産

登

録
が

な
さ
れ

る

以
前
の

現
時
点
に

お

い

て
、

筆
者
が

最
近
の

調
査
で

接

す
る

機
会
を

得
た

資
料
を

も
と
に
、

外
国
人

遍
路
の

動
向
を

大
擱
み

に

理

解

す
る

こ

と
で

、

四

国
遍
路
の

グ

ロ

ー

バ

ル

化
の
一

端
を
垣
間

見
よ

う
と

い

う
の

が

本
発

表
の

主

眼
で

あ
る

。

　
本
発

表
で

用
い

た
の

は
、

阿

波
最
後
の

札

所
で

あ
る．
一

士．
冖
番
薬
王
寺

の

隣
町
で

接
待

活
動
を
行

う
「

牟
岐
町
お
接

待
の

会
」

が、

同
会
の

提
供

す
る

接
待
所
の

訪
問
者
を
記
録
し
た

「

訪
問
台
帳
」

で

あ
る

。

二

〇

〇
一

年
三

月
か

ら

二

〇

二

年
五

月
ま
で

の

記
録
か
ら

、

住
所
と

氏
名
を

手
が

か

り
に

外
国
人
遍
路
と

思
わ

れ
る

記
録
二

四

四

件
を

抽
出
し

、

分
析
を

試

み

た
。

　
こ

の

結
果

、

明
ら
か

に

な
っ

た
の

は

次
の

四

点
で

あ
る

。

（
1
）

海

外
か
ら

来
る

遍
路
は

、

ア

ジ
ア

（
特
に

中
国）

が
少
な
く、

欧

　
州
，

北
米
が
圧
倒

的
に

多
い

。

一

般
的
な
訪
日
観
光
客
の

動
向
と

は

か

　
な

り
異
な
る
特
徴
を

持
つ

。

（

2
）

外
国
人
遍
路
は．
一
〇

〇
〇

年
代
を

通
し
て

増
加
し
、

二

〇

〇
八

〜

　
二

〇

〇

九

年
の

ピ
ー

ク

時
に

は

二

〇

〇
一

年
の

約
八

倍
に

な
っ

た
が
、

　
二

〇
一

〇

〜
二

〇

＝

年
は

減
少
傾
向
に

あ
る

。

（
3）

外

国
人
遍
路
は

若
年
層
が

厚
い

。

遍
路
全
体
で

は
六
〇

代
が
四

割

を

占
め
る

の

に
対
し
て

、

外
国

人
遍
路
は
二

〇
代
が
三

四

％

と

最
も

多

く、

二

〇

代
〜
四
〇

代
で

六
割
を
超
え
る

。

（

4
）

歩
き
遍
路
の

全
体
的
な
傾

向
を
み
る
と
、

二

〇

〇

七

年
以
降
は

巡

　

礼
者
数
が
減
少
に

転
じ

、

と

り
わ

け
二

〇
一

〇

年
以

降
は
、

ピ

ー

ク

時

　
の

約
半
分
と

い

う
急
激
な
落
ち
込
み

と

な
っ

て

い

る
。

　
中
国
な

ど

の

ア

ジ

ア

系
の

遍
路
が

少
な
い

理
由
は

い

く
つ

か

考
え
ら
れ

る

が
、

ひ

と

つ

の

仮
説
と

し

て
、

キ

リ

ス

ト

教
文
化
圏
に

お

け
る
サ
ン

テ

ィ

ア

ゴ

の

存
在
な
ど、

「

巡
礼
」

に

対
す
る

認

知
度
や

親
近

感
が

影
響
す

る

の

で

は

な
い

か
と
い

う
視
点
を
あ
げ
て

お
き
た
い

。

そ
の

意

味
で

は
、

四
国
遍
路
は
「

特
殊
」

な

観
光
資
源
と

い

え
る

の

か
も
し
れ
な
い

。

ま
た

（

4
）
の

よ

う
な

歩
き
遍
路
の

減
少
を
示
す
デ

ー

タ
は

こ

れ
ま
で

指
摘
さ
れ

て

い

な
か

っ

た
が

、

本
資
料
の

分
析
か

ら
は
、

平
成
期
を
通
じ
て

ブ
ー

ム

と

さ
れ
て

き
た

歩
き
遍
路
が
あ
る

種
の

転
機
を

迎
え
た

可
能
性
が
示
唆
さ

れ
た

こ

と
を

指
摘
し
て

お
き
た

い
。

巡

礼
者
の

定
義
を

め

ぐ
る

差
異
の

所
在

　

ー
イ
ー

ド
＆

サ

ル

ノ

ウ

後
の

展
開

土

　
井

　
清

　
美

　
巡
礼
と
い

う
習
俗
の

全
体
像
を

捉
え
よ

う
と

し
た

巡

礼
研
究
は
、

巡
礼

と

い

う
材
料
を

用
い

て

宗
教
観
や
ア

ク

チ
ュ

ア

ル

な
社

会
関
係
を
捉
え
る

方
向
へ

と

脱
中

心
化
し

て

い

る
。

そ
の

よ

う
な
な
か

、

本
発

表
は

旅
す
る

人
11

巡

礼
者
に

関
す
る

議
論
に

焦
点
を
合
わ

せ
、

研
究

対
象
と
な
る

「

巡

礼
者
」

の

差

異
が
ど
こ

に

あ
る

の

か
を
考
え
る

。

　
ま
ず、

コ

ミ
ュ

ニ

タ
ス

と
対
立
言
説
と

い

う
巡
礼
論
の

二

大
パ

ラ

ダ
イ

ム

に

あ
る

類
似

性
と

課
題、

そ

れ
を

乗
り
越

え
る

べ

く

登
場

し
た

運

動

（
日
o
＜
Φ

ヨ
Φ

嵩
）

ア

プ
ロ

ー

チ

の

特

徴
な
ど

を

整
理

す
る

。

そ
し
て

近

年
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